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REPORT

名古屋鉄道株式会社（名鉄）は、
鉄道の環境優位性への理解を広げることで鉄道利用を促進、
地域とともに環境負荷の低減に取り組んでいる。
自社内で実施するさまざまな環境対策、早くから手がけたパーク・アンド・ライド事業、
そして、さらなるインターモーダル推進事業の検討。
名鉄の取り組みは、常に“環境の視点”から始まっている。
環境都市・名古屋で交通まちづくりに貢献する名鉄の取り組みを紹介する。

文◉茶木　環（ジャーナリスト）撮影◉織本知之　写真提供◉名古屋鉄道株式会社

名古屋鉄道株式会社
経営企画部（企画担当）

西尾 佳美
Yoshimi NISHIO

地域とともに環境にやさしい交通まちづくりを進める。

特集：環境都市の交通まちづくり
［名鉄“公共交通中心”への新たな取り組み］
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省
エ
ネ
車
両
で
運
転
電
力
原
単
位
を
向
上

名
鉄
で
は
、
平
成
10
年
に
環
境
問
題
へ
の

行
動
計
画
「
名
鉄
エ
コ
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
し
て
以
来
、
組
織
的
、
継
続
的
に
環
境
活

動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
平
成
18
年
4
月
に

は
、
そ
の
取
り
組
み
を
名
鉄
グ
ル
ー
プ
全
体

に
拡
大
。「
名
鉄
グ
ル
ー
プ
エ
コ
・
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
す
る
と
と
も
に
推
進
体
制
を
整
え
、

グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
環
境
活
動
の
深
度
化
を

図
っ
て
い
る
。

こ
の
名
鉄
グ
ル
ー
プ
エ
コ
・
ビ
ジ
ョ
ン
の

も
と
、
名
鉄
で
は
、
平
成
19
年
に
「
名
鉄
エ

コ
・
プ
ラ
ン
」
を
改
め
て
制
定
し
た
。
鉄
道

事
業
に
お
け
る
環
境
活
動
の
４
つ
の
行
動
指

針
、「
環
境
負
荷
の
軽
減
」「
利
便
性
の
向
上
」

「
地
域
環
境
貢
献
」「
環
境
法
令
の
遵
守
」
を

掲
げ
た
も
の
だ
。

こ
こ
で
は
「
環
境
負
荷
の
軽
減
」
の
た
め

の
取
り
組
み
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
み
た
い
。

　

環
境
負
荷
の
軽
減
で
中
心
と
な
る
取
り
組

み
は
、
運
転
電
力
の
削
減
だ
。
運
転
電
力

は
、
電
気
の
総
使
用
量
の
約
９
割
を
占
め
る
。

そ
こ
で
、
名
鉄
で
は
運
転
電
力
原
単
位
（
電

車
１
両
が
1
㎞
走
行
す
る
の
に
必
要
な
電
力

量
）
の
具
体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
。
原
単

位
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

目
標
は
、
平
成
22
年
度
の
運
転
電
力
原

単
位
を
全
線
で
、
平
成
18
年
度
比
マ
イ
ナ
ス

４
％
（
１
・
９
８kW

h/Car-km

）
ま
で
落

と
す
こ
と
。
１
年
前
倒
し
で
21
年
度
内
に
達

成
で
き
る
見
通
し
だ
。

そ
の
大
き
な
理
由
と
し
て
は
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
車
両
の
導
入
が
挙
げ
ら
れ
る
。
旧
型
車

両
の
計
画
的
な
更
新
を
進
め
る
名
鉄
で
は
、

電
力
回
生
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
や
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｆ

イ
ン
バ
ー
タ
制
御
機
能
を
搭
載
し
た
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
車
両
を
順
次
導
入
。
消
費
電
力
の
削

減
を
図
っ
て
き
た
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
両
導
入
に
よ
る
効
果

は
、
旧
型
車
両
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
両
の
消

費
電
力
を
比
較
し
て
み
る
と
よ
く
わ
か
る
。

中
部
国
際
空
港
ア
ク
セ
ス
専
用
特
急
列
車
と

し
て
平
成
17
年
に
誕
生
し
た
ミ
ュ
ー
ス
カ
イ

（
２
０
０
０
系
）
の
消
費
電
力
は
、
旧
型
車

両
の
パ
ノ
ラ
マ
カ
ー
（
７
０
０
０
系
）
の
わ

ず
か
46
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
平
成
20
年

度
末
現
在
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
両
は
８
６
８

両
、
全
車
両
数
の
78
％
に
達
し
て
い
る
が
、

名
鉄
で
は
さ
ら
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
両
の
導

入
を
推
進
し
て
い
く
方
針
だ
。

そ
の
他
に
も
、
車
両
走
行
キ
ロ
の
削
減
や

効
率
的
な
ダ
イ
ヤ
編
成
・
車
両
運
用
の
推
進
、

さ
ら
に
は
乗
務
員
が
勉
強
会
を
開
き
節
電
運

転
を
研
究
、
節
電
を
意
識
し
た
運
転
操
作

を
心
が
け
る
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

で
運
転
電
力
原
単
位
の
向
上
を
目
指
し
て
い

る
。

リ
サ
イ
ク
ル
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
も

リ
サ
イ
ク
ル
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

も
、
環
境
負
荷
低
減
の
取
り
組
み
だ
。

名
鉄
の
使
用
済
み
乗
車
券
リ
サ
イ
ク
ル
の

取
り
組
み
は
平
成
７
年
に
始
ま
っ
た
。
翌
８

年
度
に
は
、リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が
稼
動
し
、

2.26

2.22

2.18

2.14

2.10

2.06

2.02

1.98

1.94

1200
1000
800
600
400
200
0

80
70
60
50
40
30
20
10
0

7000系

6500系

2000系

■1車両1キロあたりの電力使用量の推移（kWh/Car-km）

■名鉄の車両別消費電力の比較（指数［7000系＝100］)

■省エネルギー車両の推移

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
（年度）

（両）

2.242
2.232

2.199

2.205

2.193
2.1922.205

2.200 2.185

2.166
2.171

2.121

2.062
2.042

1.981

100

76

46

11

419

1140
63

482

239

12

408

1140
64

482

250

13

403

1147

65

482

262

14

373

1135

67

480

282

15

369

1131

67

480

282

16

351

1161

70

462

348

17

320

1112

71

438

354

18

320

1130

72

438

372

19

296

1130

74

422

412

20

242

1110

78

426

442

（％）

（年度）

導入率の推移

VVVF車（回生ブレーキ付）
（2000系、3500系など）

回生ブレーキ車
（6500系など）

従来型車
（6000系、7000系など）

平成 13 年に改装した環境モ
デル駅の尾張瀬戸駅

平成 16 年度にデビューした
最新鋭の通勤型省エネルギー
車両（3300 系）

特集：環境都市の交通まちづくり
［名鉄“公共交通中心”への新たな取り組み］
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段
階
的
に
処
理
量
が
増
加
。
18
年
度
に
は
、

定
期
券
や
カ
ー
ド
類
も
含
む
す
べ
て
の
使
用

済
み
乗
車
券
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
成
功
、
リ
サ

イ
ク
ル
率
１
０
０
％
を
達
成
し
て
い
る
。

20
年
度
に
は
38
ト
ン
の
使
用
済
み
乗
車
券

を
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
し
、
駅
に
設
置
す
る
ベ

ン
チ
や
分
別
ボ
ッ
ク
ス
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
、
名
刺
・
封
筒
な
ど
の
事
務
用
品
な
ど

に
再
生
し
て
い
る
。
名
鉄
沿
線
駅
に
は
、
同

年
度
、
新
た
に
67
台
の
リ
サ
イ
ク
ル
ベ
ン
チ

が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
他
の
鉄
道
事
業
者

（
20
年
度
末
で
20
社
局
）
に
も
こ
の
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ス
テ
ム
を
広
げ
て
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
他
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と

し
て
採
用
し
て
い
る
の
が
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
だ
。平
成
13
年
に
は「
環
境
モ
デ
ル
駅
」

と
し
て
尾
張
瀬
戸
駅
を
改
装
。
屋
根
上
に
太

陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
駅
構
内
の
照

明
の
一
部
を
賄
っ
て
い
る
他
、雨
水
タ
ン
ク
で

貯
め
た
雨
水
を
ト
イ
レ
の
洗
浄
水
と
し
て
活

用
す
る
な
ど
、
環
境
対
応
設
備
を
導
入
し
て

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
努
め
て
い
る
。

鉄
道
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
で
環
境
負
荷
の
軽
減
を

進
め
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
名
鉄
だ
が
、
鉄

道
事
業
者
と
し
て
地
域
と
と
も
に
環
境
負
荷

の
低
減
に
取
り
組
み
た
い
と
、
平
成
18
年
６

月
か
ら
、
鉄
道
利
用
促
進
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
開
始
し
て
い
る
。「
電
車
で
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ 

Ｍ

Ｏ
Ｖ
Ｅ
。」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
。　

１
人
を
１
㎞
運
ぶ
際
に
排
出
さ
れ
る 

Ｃ
Ｏ
２
量
を
比
較
す
る
と
、
鉄
道
は
車
の
９

分
の
1
に
過
ぎ
な
い
。
鉄
道
は
環
境
に
や
さ

し
い
移
動
手
段
で
あ
り
、
電
車
で
移
動
す
る

と
い
う
行
動
そ
の
も
の
が
、
最
も
「
身
近
で

簡
単
な
環
境
活
動
」
と
も
言
え
る
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ 

Ｍ
Ｏ
Ｖ

Ｅ
。」
に
は
、「
環
境
に
や
さ
し
い
移
動
を
し
よ

う
」「
環
境
に
や
さ
し
い
行
動
を
し
よ
う
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
。

「
こ
の
『
電
車
で
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ 

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
。』

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
平
成
20
年

に
は
『
名
鉄
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
立
ち

上
げ
た
。
期
間
中
、
名
鉄
グ
ル
ー
プ
の
環
境

へ
の
取
り
組
み
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
地
域

の
お
客
さ
ま
と
と
も
に
環
境
に
つ
い
て
考
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
」

と
、
経
営
企
画
部
企
画
担
当
の
西
尾
佳
美
さ

ん
は
説
明
す
る
。

２
年
目
と
な
る
「
名
鉄
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
２
０
０
９
」
は
、
環
境
の
日
の
６
月
５
日

か
ら
10
月
31
日
ま
で
開
催
。
環
境
に
関
連
す

る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通
じ
て
、
地
域
の
人
々

に
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供

し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

期
間
中
、
各
線
を
走
行
す
る
の
が
ラ
ッ
ピ
ン

グ
電
車
「
エ
コ
ム
ー
ブ
ト
レ
イ
ン
」
だ
。
使

用
車
両
は
回
生
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

搭
載
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
両
３
３
０
０
系

の
４
両
編
成
。
地
球
環
境
保
全
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
デ
ザ
イ
ン
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
、
グ
リ
ー

ン
の
ラ
イ
ン
に
は
木
々
や
ま
ち
、
名
古
屋
駅

前
の
シ
ン
ボ
ル
「
ナ
ナ
ち
ゃ
ん
」
な
ど
が
配
さ

れ
て
い
る
。

「
名
鉄
の
電
車
は
赤
や
青
を
基
調
と
し
た

車
両
が
多
い
の
で
、
鮮
や
か
な
グ
リ
ー
ン
が

目
を
ひ
き
、
フ
ァ
ン
も
多
い
」
と
西
尾
さ
ん
。

車
内
の
広
告
ス
ペ
ー
ス
も
、
名
鉄
エ
コ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
示
、

名
鉄
グ
ル
ー
プ
各
社
に
お
け
る
環
境
へ
の
取

り
組
み
な
ど
「
環
境
ポ
ス
タ
ー
で
ジ
ャ
ッ
ク

し
た
」。

８
月
の
夏
休
み
期
間
中
は
、
地
元
の
幼
稚

園
児
た
ち
が
描
い
た
「
夢
の
エ
コ
電
車
」
の

車
内
展
覧
会
を
開
催
し
た
。
エ
コ
ム
ー
ブ
ト

レ
イ
ン
の
運
行
ダ
イ
ヤ
を
知
ら
せ
て
あ
げ
る

と
、
た
く
さ
ん
の
園
児
た
ち
が
自
分
た
ち
の

絵
を
見
に
乗
車
し
て
く
れ
た
そ
う
だ
。

イ
ベ
ン
ト
に
子
ど
も
た
ち
に
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
に
つ
い
て
、「
小
さ
な
頃
か
ら
、
電

車
や
環
境
に
興
味
を
持
ち
、
意
識
を
育
て
て

い
っ
て
ほ
し
い
。
子
ど
も
た
ち
が
関
心
を
持

つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
で
あ
る
大
人
た
ち
も

環
境
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
」
と
、
西
尾

さ
ん
は
話
す
。

初
年
度
、
小
学
生
の
親
子
を
対
象
に
実
施

し
た
「
エ
コ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
「
親
子
で
学
ぶ

Ｅ
Ｃ
Ｏ
教
室
」
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拡
充

し
た
の
も
、
そ
う
し
た
狙
い
が
あ
る
。「
親
子

で
学
ぶ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
教
室
」
で
は
、
エ
コ
ム
ー
ブ

ト
レ
イ
ン
を
臨
時
列
車
と
し
て
走
ら
せ
、
車

内
で
地
球
温
暖
化
や
環
境
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
に
、
環
境
に
取
り
組

む
企
業
の
施
設
見
学
、
体
験
実
習
を
プ
ラ
ス

し
た
。中
部
国
際
空
港
株
式
会
社
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
た
教
室
で
は
、
車
内
セ
ミ
ナ
ー
の
後
、

「エコムーブトレイン」記念出発式（平成 20 年 6 月 5 日） 岐阜幼稚園・園児が描いた個性豊かな「夢のエコ電車」
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空
港
内
の
環
境
活
動
を
学
び
、
燃
料
電
池
バ

ス
に
乗
っ
て
空
港
内
の
制
限
エ
リ
ア
を
見
学
。

中
部
電
力
株
式
会
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
教

室
で
は
、
名
鉄
岐
阜
駅
か
ら
エ
コ
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
バ
ス
に
乗
っ
て
岐
阜
市
の
「
な
が
ら
川
ふ

れ
あ
い
の
森
」
に
向
か
い
、
間
伐
作
業
の
見

学
や
丸
太
切
り
体
験
な
ど
、
自
然
と
じ
か
に

触
れ
合
う
環
境
体
験
学
習
を
行
っ
た
。

「
他
業
種
の
企
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
子
ど

も
た
ち
が
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
〝
機
会
〟
と

〝
楽
し
さ
〟
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
西
尾
さ

ん
は
考
え
て
い
る
。

自
治
体
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
企
画

企
業
だ
け
で
は
な
く
、
自
治
体
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
企
画
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

名
鉄
の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
で

は
、バ
ス
を
利
用
し
た
ハ
イ
キ
ン
グ
が
マ
イ
カ
ー

で
移
動
す
る
よ
り
環
境
負
荷
が
少
な
い
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
愛
知
県
田
原
市
と

長
野
県
王
滝
村
の
協
力
を
得
、
自
然
に
ふ
れ

て
歩
き
な
が
ら
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
エ
コ
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
設
定
し
た
。「
貴
重
な
海
浜

植
物
に
出
会
う
伊
良
湖
岬
エ
コ
ハ
イ
キ
ン
グ
」

と
「
愛
知
の
水
源
・
牧
尾
ダ
ム
の
ふ
る
さ
と

を
歩
く
エ
コ
ハ
イ
キ
ン
グ
」
だ
。

「
当
社
か
ら
自
治
体
に
持
ち
か
け
、
田
原

市
と
王
滝
村
に
承
諾
い
た
だ
き
実
現
し
た
。

環
境
活
動
は
、
連
携
が
重
要
。
自
治
体
に
も

積
極
的
に
働
き
か
け
、
賛
同
い
た
だ
い
た
ら
、

私
ど
も
交
通
事
業
者
が
で
き
る
こ
と
と
自
治

体
が
お
持
ち
の
魅
力
を
生
か
し
、コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
企
画
を
立
て
て
い
き
た
い
」
と
西
尾

さ
ん
は
話
し
て
い
る
。

こ
の
エ
コ
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
平
成
22
年
10
月

に
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
る
生
物
多
様
性
条

約
第
10
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
の
Ｃ

Ｏ
Ｐ
10
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
と
し
て
登

録
さ
れ
た
。

小
学
校
高
学
年
を
対
象
と
し
た
１
泊
２
日

の
環
境
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
モ
ン
キ
ー

セ
ン
タ
ー
・
ス
ー
パ
ー
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」も
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
で
、
サ

ル
の
飼
育
体
験
や
行
動
観
察
を
通
じ
て
生
物

の
多
様
性
の
保
全
に
つ
い
て
学
習
し
た
。

身
近
で
簡
単
な
環
境
活
動
の
定
着
を

「
電
車
で
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ 

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
。」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
込
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
さ
ら

に
深
く
掘
り
下
げ
、
地
域
と
と
も
に
環
境
に

つ
い
て
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
立
ち
上
げ

ら
れ
た
名
鉄
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
が
、
エ
コ

ム
ー
ブ
ト
レ
イ
ン
を
核
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が

有
機
的
に
結
合
し
、
地
域
で
も
徐
々
に
定
着

し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
イ
ベ

ン
ト
の
他
に
も
、
各
種
特
典
を
付
け
た
「
エ

コ
・
Ｓ
Ｆ
パ
ノ
ラ
マ
カ
ー
ド
」
の
発
売
、
ラ

ジ
オ
番
組
の
提
供
、
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
を
実
施
、
２
年
目
は
初
年
度
以
上
に
幅

広
く
充
実
し
た
活
動
に
な
っ
た
。

平
成
22
年
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
の
開
催
で
、
地

域
の
環
境
意
識
も
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
の
開
催
に
合
わ
せ
た
企
画
も

考
え
、
身
近
で
簡
単
な
環
境
活
動
の
定
着
に

つ
な
げ
た
い
」
と
西
尾
さ
ん
は
意
欲
的
だ
。

小学生とその親 120 組が参加した「親子で学ぶ ECO 教室」車内セミナーの様子

日本モンキーセンターでサルの行動観察を

column　名古屋市では、環境に配慮した取り組みを自主的、
積極的に行っている事業所を「エコ事業所」と認定する
「エコ事業者認定制度」を施行している。
　対象となるのは、名古屋に所在地があり、リサイクル
の推進や省エネルギー・省資源の推進、環境報告の作
成など10項目からなる「環境に配慮した取り組み及び
評価点」で６点以上の評価点を取得していること。
　名鉄も、多岐にわたる環境に配慮した取り組みが評
価され、平成19年6月に市内37駅、サービスセンター、
本社、名鉄病院が取得。鉄道駅と病院では初の認定と
なった。その後も、乗務区や倉庫などが加わり、現在では、
名古屋市内の名鉄全50事業所が取得し、地域からのさ
らなる信頼につながっている。
　また名鉄グループ各社では、より環境に配慮した
事業展開を行うため、各種の環境マネジメントシステ
ムを導入している。その結果、名鉄をはじめ13社が
ISO14001認証を取得、バス・タクシー・トラック関連
20社がグリーン経営認証、名鉄バスが自動車エコ事業
所認定、名鉄交通商事がエコアクション21認証を取得
するなど、公的にも高い評価を得ている。

名古屋市内の全事業所が
名古屋市エコ事業所に認定

特集：環境都市の交通まちづくり
［名鉄“公共交通中心”への新たな取り組み］
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パ
ー
ク･

ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
事
業
の
推
進

鉄
道
と
車
を
併
用
す
る
利
用
者
の
利
便
性

向
上
を
目
指
し
て
、
名
鉄
は
「
パ
ー
ク･

ア

ン
ド･

ラ
イ
ド
」
と
い
う
言
葉
が
普
及
す
る

前
か
ら
、
駅
前
の
遊
休
地
を
活
用
、
駐
車
場

の
整
備
を
進
め
て
き
た
。
現
在
で
は
、
沿
線

に
約
２
９
０
カ
所
、
約
２
万
１
０
０
０
台
分

の
駐
車
場
を
有
し
て
お
り
、
今
後
も
需
要
を

見
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い
く
方
針
だ
（
管

理
・
運
営
は
主
に
グ
ル
ー
プ
の
名
鉄
協
商
）。

駐
車
場
と
並
行
し
て
整
備
を
進
め
て
き
た

駐
輪
場
も
、
１
８
０
駅
２
５
５
カ
所
に
約

４
万
４
９
０
０
台
分
を
確
保
し
て
い
る
。

大
型
の
立
体
駐
車
場
建
設
に
つ
い
て
も

早
く
か
ら
着
手
し
て
き
た
。
昭
和
61
年
に
岩

倉
駅
（
２
２
２
台
）、
63
年
に
は
東
岡
崎
駅

（
４
４
８
台
）
な
ど
、
立
て
続
け
に
整
備
し

て
い
る
。
現
在
で
は
最
大
規
模
の
名
鉄
一
宮

駅
（
８
９
９
台
）
を
筆
頭
に
、
名
鉄
岐
阜
駅

（
８
８
５
台
）、
刈
谷
駅
（
７
０
０
台
）、
西

春
駅
（
６
５
０
台
）、
西
尾
駅
（
４
７
０
台
）

な
ど
、
２
０
０
台
規
模
以
上
の
駐
車
台
数
を

擁
す
る
駅
は
17
を
数
え
る
。

逆
に
、
左
京
山
駅
（
４
台
）
の
よ
う
に
、

台
数
が
少
な
く
て
も
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
よ
う
と
す
る
努
力
が
う
か
が
わ
れ
る
駅
も

少
な
く
な
い
。
駅
隣
接
地
や
高
架
下
を
使
っ

た
平
面
駐
車
場
か
ら
、
５
～
７
階
建
て
の
立

体
駐
車
場
ま
で
、
形
態
も
規
模
も
さ
ま
ざ
ま

だ
が
、
沿
線
住
民
の
生
活
を
支
え
て
い
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
。

新
安
城
駅
の
駐
車
場
（
60
台
）
で
、
車

を
停
め
て
降
り
て
く
る
60
歳
代
の
女
性
に
出

会
っ
た
。
豊
田
市
内
に
住
ん
で
い
る
が
、
週

１
回
名
古
屋
市
内
の
病
院
に
行
く
時
は
、
必

ず
こ
こ
に
駐
車
し
て
、
電
車
に
乗
り
換
え
て

い
く
の
だ
と
言
う
。「
病
院
ま
で
車
で
行
く
の

は
運
転
が
大
変
な
の
で
、
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ
ド
駐
車
場
が
あ
っ
て
本
当
に
助
か
っ
て

い
る
」
と
笑
顔
で
語
る
。
平
面
駐
車
場
な
の

で
使
い
や
す
く
、
料
金
も
1
時
間
１
０
０
円

で
気
軽
に
利
用
で
き
る
そ
う
だ
。

一
方
、
国
府
宮
駅
前
に
は
、
平
成
13
年
に

整
備
さ
れ
た
３
８
０
台
収
容
の
立
体
駐
車
場

が
あ
る
。
事
前
の
調
査
で
は
、
駅
周
辺
に
多

数
の
駐
車
場
が
存
在
し
、
パ
ー
キ
ン
グ
の
激

戦
区
と
予
想
さ
れ
た
が
、
逆
に
そ
れ
だ
け
需

要
が
高
い
と
判
断
、
駅
前
の
土
地
を
駅
ビ
ル

と
し
て
再
開
発
す
る
の
で
は
な
く
、
駅
直
結

型
の
立
体
駐
車
場
建
設
に
踏
み
切
っ
た
。
稼

働
率
も
よ
く
、
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ
ド

駐
車
場
の
成
功
事
例
の
ひ
と
つ
だ
。　

取
材
時
は
、
平
日
の
午
前
11
時
過
ぎ
だ
っ

た
が
、
２
５
０
台
以
上
が
埋
ま
っ
て
い
た
。

こ
の
う
ち
、
平
日
定
期
利
用
者
が
１
６
０
台

余
を
占
め
て
お
り
、
通
勤
な
ど
で
の
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ
ド
利
用
者
が
多
い
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。

雨
の
日
は
、
さ
ら
に
利
用
者
が
増
え
る
。

都
心
部
の
道
路
が
普
段
よ
り
も
渋
滞
し
て
移

動
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
住
民
は
メ
イ
ン

の
移
動
手
段
に
鉄
道
を
選
択
す
る
の
だ
。
取

材
前
日
は
雨
だ
っ
た
が
、
そ
の
日
の
駐
車
場

利
用
台
数
の
推
移
を
見
る
と
、
午
前
９
時
台

で
早
く
も
２
７
０
台
を
超
え
、
12
時
～
16
時

は
３
２
０
台
、
19
時
台
ま
で
は
２
０
０
台
の

利
用
が
あ
っ
た
。「
自
動
車
＋
鉄
道
」
の
移

動
ス
タ
イ
ル
が
、
住
民
の
生
活
に
定
着
し
て名古屋本線新安城駅の、改札を出てすぐにある平面駐車場

名鉄では、長年にわたりパーク・アンド・ライド事業を積極的に推進。
「自動車+鉄道」の交通システム整備を進めてきた。
その交通システムの整備から始まるまちづくりの試みは、
地域の環境負荷低減の取り組みを支える装置として活用されている。

パーク＆ライド
の推進
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い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　鉄
道
利
用
者
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

駐
車
場
の
利
用
料
金
は
個
々
で
異
な
っ
て

い
る
が
、
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド･

ラ
イ
ド
利
用

の
月
極
め
定
期
に
は｢

全
日
定
期
」｢

平
日
定

期｣｢

ウ
ィ
ー
ク
デ
イ
パ
ス
Ｐ
く
ん｣｢

平
日
昼

間
定
期｣｢

全
日
夜
間
定
期
」「
マ
ン
ス
リ
ー
パ

ス
ポ
ー
ト
」
と
、
利
用
者
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
て
選
べ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ

イ
プ
の
も
の
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
月
極
め

で
も
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
指
定
さ
れ
な
い
こ

と
も
大
き
な
特
徴
だ
。

名
鉄
で
は
、
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ
ド

の
推
進
策
と
し
て
、
利
用
者
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
つ
け
る
努
力
も
し
て
い
る
。
そ
の
１
つ
が

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
割
引
だ
。
名
鉄
協
商

の
パ
ー
キ
ン
グ
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド「
Ｐ
カ
ー

ド
」
は
1
万
円
の
カ
ー
ド
で
１
万
１
５
０
０

円
分
使
え
る
特
典
が
つ
い
て
い
る
が
、
指
定

の
駅
窓
口
で
、
名
鉄
の
乗
車
券
（
Ｓ
Ｆ
パ

ノ
ラ
マ
カ
ー
ド
も
含

む
）
を
呈
示
す
る
と
、

販
売
価
格
が
５
０
０

円
割
引
さ
れ
る
。

９
５
０
０
円
の
購
入

価
格
で
１
１
５
０
０

円
分
と
、
２
０
０
０

円
多
く
駐
車
場
を
利

用
で
き
る
こ
と
に
な

る
わ
け
だ
。

こ
の
Ｐ
カ
ー
ド
は

名
鉄
協
商
発
行
の
プ

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
で

は
あ
る
が
、
名
鉄
沿

線
の
駅
で
も
販
売
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
駅

窓
口
も
平
成
19
年

度
は
30
カ
所
だ
っ
た

が
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
や
駐
車
場
の
整
備

状
況
に
合
わ
せ
て
現

在
で
は
50
カ
所
に
拡

大
さ
れ
、
年
々
駅
で
の
購
入
者
が
増
加
し
て

い
る
。
こ
こ
に
も
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ
ド

利
用
の
広
が
り
が
見
て
と
れ
る
。

さ
ら
に
、
名
鉄
百
貨
店
で
は
買
い
物
金
額

に
応
じ
て
、
名
鉄
沿
線
駐
車
場
で
使
え
る
駐

車
サ
ー
ビ
ス
券
を
配
布
し
て
い
る
。
グ
ル
ー

プ
内
で
し
っ
か
り
連
携
し
、
利
用
者
が
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
る
。

環
境
視
点
の
交
通
ま
ち
づ
く
り
へ

行
政
サ
イ
ド
も
、
道
路
交
通
渋
滞
の
緩
和

と
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
、
環
境
負
荷

の
低
減
を
目
指
し
、
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ

イ
ド
を
推
進
し
て
い
る
。

「
名
古
屋
都
市
圏
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ

ド
推
進
協
議
会
」
は
、
名
古
屋
市
お
よ
び
名

古
屋
市
境
か
ら
10
㎞
に
か
か
る
自
治
体
の
行

政
区
域
を
名
古
屋
都
市
圏
と
し
て
、
こ
の
エ

リ
ア
で
の
広
域
的
な
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ

イ
ド
を
推
進
す
る
た
め
組
織
さ
れ
た
協
議
会

だ
。
国
土
交
通
省
、
愛
知
県
、
名
古
屋
市
な

ど
34
市
町
村
、
名
鉄
を
は
じ
め
と
す
る
鉄
軌

道
事
業
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
名
古
屋
都
市

圏
の
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ
ド
駐
車
場
の

整
備
と
利
用
促
進
を
行
っ
て
い
る
。

協
議
会
で
は
、
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ

ド
駐
車
場
登
録
制
度
を
運
用
し
て
お
り
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
鉄
道
路
線
別
に
〝
登
録
〟
し

た
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･
ラ
イ
ド
駐
車
場
を
紹

介
し
て
い
る
。
現
在
の
登
録
数
は
36
カ
所
だ

が
、
21
年
度
中
に
は
20
カ
所
増
加
す
る
予
定

だ
。
行
政
も
、
民
間
の
駐
車
場
を
活
用
し
て

利
用
促
進
を
進
め
る
。

「
駐
車
場
の
整
備
も
も
ち
ろ
ん
そ
う
だ
が
、

名
鉄
で
は
、
沿
線
自
治
体
の
協
力
を
仰
ぎ
な

が
ら
駅
前
広
場
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進

し
、
キ
ス
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
環
境
の
整
備
を
進
め
て
き
た
。
環

境
視
点
の
交
通
ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政
と
公

共
交
通
事
業
者
の
協
力
と
連
携
が
最
も
重
要

だ
と
名
鉄
は
考
え
て
い
る
」
と
西
尾
さ
ん
は

言
う
。

名
鉄
が
長
い
時
間
を
か
け
て
つ
く
り
あ
げ

て
き
た
「
自
動
車+

鉄
道
」
の
交
通
シ
ス
テ

ム
が
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
取
り
組
む
地
域

を
支
え
る
装
置
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

高架化事業に合わせて整備された名古屋本線鳴海駅パーク & ライド駐車場

名古屋本線国府宮駅の立体駐車場

特集：環境都市の交通まちづくり
［名鉄“公共交通中心”への新たな取り組み］
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平
成
22
年
度
末
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入

名
鉄
は
現
在
、
磁
気
カ
ー
ド
の
「
Ｓ
Ｆ
パ

ノ
ラ
マ
カ
ー
ド
」
を
発
行
し
て
い
る
。
名
鉄

の
他
、
名
鉄
バ
ス
・
名
鉄
東
部
交
通
・
名
古

屋
市
交
通
局
（
地
下
鉄
・
バ
ス
）・
名
古
屋

臨
海
高
速
鉄
道
（
あ
お
な
み
線
）・
愛
知
高

速
交
通
（
リ
ニ
モ
）
と
共
通
利
用
で
き
る
Ｓ

Ｆ
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
「
ト
ラ
ン
パ
ス
」
に
対
応

し
た
も
の
だ
。
平
成
15
年
3
月
よ
り
導
入
が

開
始
さ
れ
、
全
２
７
５
駅
中
２
６
１
駅
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

平
成
22
年
度
第
４
四
半
期
に
新
た
に
導
入

す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
は
、
名
古
屋
市
営

地
下
鉄
・
バ
ス
、
名
鉄
バ
ス
等
と
の
共
通
利

用
が
可
能
で
、
電
子
マ
ネ
ー
機
能
も
搭
載
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
駅
構
内
や
沿
線
の
商
業

施
設
で
電
子
マ
ネ
ー
決
済
が
で
き
る
よ
う
に

準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
パ
ー
ク･

ア
ン

ド･

ラ
イ
ド
駐
車
場
で
の
利
用
も
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

ま
た
、
Ｓ
Ｆ
パ
ノ
ラ
マ
カ
ー
ド
に
は
利
用

可
能
金
額
の
プ
レ
ミ
ア
ム
（
２
０
０
０
円
で

２
２
０
０
円
分
利
用
可
能
な
ど
）
が
つ
け
ら

れ
て
い
る
が
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
に
も
そ

う
し
た
利
用
客
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
用
意

し
て
い
る
。
利
用
実
績
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
す
る
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
制
が
採
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
と
の
相
互
利
用
に

つ
い
て
も
、
24
年
度
中
の
実
現
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
と
イ
ン
タ
ー
モ
ー
ダ
ル
推
進

地
域
と
連
携
し
て
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
た
新
た
な
事
業
モ
デ
ル
の
構
築

に
も
着
手
し
て
い
る
。

「
非
接
触
型
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
活
用

し
た
地
域
連
携
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
・

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
構
築
に
よ
る
イ
ン

タ
ー
モ
ー
ダ
ル
推
進
事
業
モ
デ
ル
」
だ
。

国
土
交
通
省
が
平
成
21
年
度
に
創
設
し

た
「
新
た
な
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
環
境
事
業

モ
デ
ル
」
に
選
定
さ
れ
た
事
業
で
、
地
球
温

暖
化
の
原
因
と
な
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
に

つ
な
が
る
モ
デ
ル
的
な
事
業
の
可
能
性
を
国

が
助
成
し
て
見
極
め
る
と
い
う
趣
旨
に
基
づ

き
、
名
鉄
が
名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研

究
科
、
電
通
中
部
支
社
、
電
通
リ
サ
ー
チ
名

古
屋
支
社
の
３
社
と
共
同
で
提
案
し
た
。

事
業
は
、
主
た
る
移
動
は
鉄
道
を
利
用

し
、
線
路
が
結
ば
れ
て
い
な
い
駅
間
や
駅
か

ら
目
的
地
ま
で
の
端
末
交
通
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
イ
ク
ル
お
よ
び
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を

利
用
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
活
用
で
利
便
性
の
向

上
と
経
済
的
誘
導
を
図
り
、
イ
ン
タ
ー
モ
ー

ダ
ル
を
推
進
す
る
と
い
う
も
の
。

「
今
は
マ
イ
カ
ー
を
使
っ
て
い
る
が
、
少
し

努
力
す
れ
ば
鉄
道
に
移
行
で
き
る
と
い
う
人

が
少
な
く
な
い
。
そ
う
い
う
人
た
ち
の
た
め
の

端
末
交
通
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
や

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
整
備
し
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー

地域に鉄道アクセスを提供、新たに開業した南桜井駅

名古屋市中心部ですでに開始されている
カーシェアリング

自転車利用が活発な名古屋市ではコミュニティサイク
ル事業の可能性が期待される

平成22年度末、名鉄がＩＣカード乗車券の導入を予定している。
自動車から鉄道へ、鉄道から端末交通へ。
交通手段をシームレスに結び、利便性の向上を図る。
ＩＣカード乗車券を活用しての新たな試みも視野に入る。

インターモーダル
の推進
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ド
を
使
っ
て
シ
ー
ム
レ
ス
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
れ
ば
、
鉄
道
利
用
は
確
実
に
増
え
、

環
境
負
荷
を
低
減
で
き
る
」
と
、
西
尾
さ
ん

は
説
明
す
る
。

端
末
交
通
の
整
備
も
実
働
し
始
め
た
。
名

鉄
協
商
が
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
新
規
事
業

と
し
て
開
始
し
た
の
だ
。
名
称
は
「
カ
リ
テ

コ
（
Ｃ
Ａ
Ｒ
・
Ｉ
Ｔ
・
Ｅ
Ｃ
Ｏ
）」。
本
格
的

な
稼
動
は
平
成
22
年
１
月
以
降
と
な
る
が
、

名
古
屋
駅
周
辺
と
栄
地
区
の
５
つ
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
６
台
）
で
、
先
行
し
て
事
業
を
開

始
し
た
。
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
名
鉄
協
商
が
管
理
・
運
営
す
る
駐
車

場
を
充
て
て
い
る
。

利
用
者
は
、
会
員
登
録
を
し
て
月
額
の

基
本
料
金
（
３
０
０
０
円
ま
た
は
１
０
０
０

円
）
の
他
、
利
用
し
た

時
間
・
距
離
に
応
じ
て

料
金
を
支
払
う
。
１
回

の
費
用
は
最
低
30
分

５
５
０
円
か
ら
15
分
単

位
で
、
６
時
間
以
上
の

長
時
間
利
用
に
は
パ
ッ

ク
料
金
が
設
定
さ
れ
て

い
る
。
ガ
ソ
リ
ン
や
駐

車
場
代
金
は
不
要
で
、

Ｐ
Ｃ
や
携
帯
電
話
か
ら

の
予
約
も
可
能
。
車
は

も
ち
ろ
ん
環
境
に
配
慮

し
た
Ｅ
Ｃ
Ｏ
カ
ー
を
使

用
し
て
い
る
。
名
鉄
協

商
で
は
、
平
成
22
年
中

に
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

20
～
30
カ
所
、
車
の
台

数
も
50
台
整
備
す
る
予

定
だ
。

名
古
屋
市
に
お
い
て

は
、
同
市
と
名
古
屋
大

学
大
学
院
が
実
施
主
体

と
な
っ
て
、「
名
チ
ャ
リ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
名

付
け
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
の
社
会
実
験
が
こ
れ
ま
で
に
も
２
回
行
わ

れ
て
い
る
。
再
生
し
た
放
置
自
転
車
を
活
用

し
、
利
用
料
は
無
料
。
あ
ら
か
じ
め
会
員
登

録
し
て
い
れ
ば
、名
古
屋
市
中
心
部
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ど
こ
で
で
も
、
貸
し
出
し
、
返
却
で

き
る
と
い
う
も
の
。
21
年
10
月
20
日
か
ら
は
、

自
転
車
台
数
３
０
０
台
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
30

カ
所
に
規
模
を
拡
大
し
て
、
第
３
回
目
の
社

会
実
験
が
約
２
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

た
。車

や
自
転
車
を
〝
共
有
〟
す
る
こ
と
に
は
、

利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
に
相
応
の
責
任
が
発
生
す

る
。
個
人
認
証
が
で
き
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
活

用
に
は
、
シ
ー
ム
レ
ス
な
利
便
性
の
提
供
と

と
も
に
、
利
用
す
る
上
で
の
個
人
の
責
任
、

注
意
喚
起
を
果
た
す
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。

エ
コ
通
勤
・
エ
コ
通
学
を
サ
ポ
ー
ト

名
鉄
で
は
、
地
域
・
自
治
体
や
沿
線
の
企

業
・
学
校
と
連
携
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
交

通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
最
後

に
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
よ
う
。

マ
イ
カ
ー
か
ら
鉄
道
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

を
推
進
し
た
、
そ
の
好
例
に
、
西
尾
線
の
南

桜
井
駅
の
開
業
が
あ
る
。

こ
の
付
近
は
自
動
車
関
連
企
業
の
本
社
や

工
場
が
複
数
あ
り
、
マ
イ
カ
ー
で
の
通
勤
時

間
帯
の
周
辺
道
路
の
渋
滞
が
、
移
動
時
間
だ

け
で
は
な
く
環
境
の
面
で
も
問
題
視
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
所
で
は
従
業
員
の
通

勤
を
鉄
道
に
転
換
し
た
い
と
い
う
意
向
が
あ

り
、
自
治
体
で
あ
る
安
城
市
か
ら
の
要
請
も

あ
っ
た
た
め
、
平
成
20
年
６
月
28
日
に
新
駅

を
開
業
し
た
。
名
鉄
の
既
存
路
線
で
は
、
13

年
ぶ
り
の
新
駅
誕
生
で
、
準
急
と
普
通
列
車

が
停
車
す
る
。

ま
た
、
名
鉄
バ
ス
も
エ
コ
通
勤
・
エ
コ
通

学
の
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
平
成

15
年
に
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ト
ヨ
タ

自
動
車
が
、
本
社
と
本
社
工
場
の
従
業
員

２
万
８
０
０
０
人
に
対
し
、
マ
イ
カ
ー
通
勤

自
粛
と
鉄
道
・
バ
ス
通
勤
を
呼
び
か
け
、
大

き
な
話
題
と
な
っ
た
が
、
最
寄
り
駅
と
工
場

な
ど
を
結
ぶ
フ
ィ
ー
ダ
ー
輸
送
を
担
当
し
た

の
が
名
鉄
バ
ス
だ
。

環
境
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
の
よ
う
に
、
エ
コ
通
勤
・
エ
コ
通
学
を
推

進
す
る
企
業
や
学
校
が
増
え
て
い
る
。
名
鉄

バ
ス
で
は
平
成
20
年
度
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
な

ど
企
業
11
社
、
中
部
大
学
な
ど
学
校
16
校
、

イ
オ
ン
大
高
な
ど
商
業
施
設
４
店
舗
に
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
、
日
進
市
な
ど
11
市
町
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
。

「
愛
知
県
で
は『
あ
い
ち
エ
コ
モ
ビ
リ
ィ
テ
ィ

ラ
イ
フ
』
を
展
開
し
て
お
り
、
名
鉄
も
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
協
力
し
て
い
る
。
公
共
交
通
事

業
者
と
し
て
、
地
域
の
環
境
負
荷
低
減
の
取

り
組
み
に
、
さ
ら
に
し
っ
か
り
と
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
と
西
尾
さ
ん
は
結
ぶ
。

環
境
意
識
が
高
く
、
自
動
車
依
存
型
の
都

市
に
お
い
て
、
環
境
保
全
を
基
盤
に
鉄
道
の

利
用
促
進
を
図
り
、
交
通
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
く
。
名
鉄
の
取
り
組
み
が
今
後
も

注
目
さ
れ
る
。
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